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 11月８日(土)、崇城大学で「科学の甲子園」の県予選が行われ、２年生４名、

１年生２名が参加しました。 

【参加した生徒の声】 
 Ｑ 科学の甲子園に参加して印象に残っていることは？ 

 「筆記試験で内容が模試よりも難しくて文章を読む力が   

  大事だと感じた」 

 

Ｑ 科学の甲子園について後輩に勧めるとしたら、どんな

アピールポイントがあるか？  

「学年の差であまり関わりの無い先輩たちと交流すること

ができる」 

「チームで一つのものを作り上げる達成感を体験できる」  お手製の装置でしょうか？ 

 午前は理科・数学・情報の筆記試験に６人で分担し、相談

しながら、難問に挑みました。 

 午後はその場で出された問題に対応した装置を開発し、実

技に臨みました。臨機応変に対応したようです。 

 11月10日（月）に熊本サイエンスコンソーシアム（KSC）主催で「平田機工株式会社への企

業訪問研修」が行われ、本校から２４人の生徒が参加しました。  

 製品をつくる機械（生産ライン）をつくっている平田機工さんは、熊本発祥の世界で活躍

されている企業で、グローバルな視点や働くということ、地域貢献や環境に配慮するという

ことなど、普段の学校生活ではなかなか実感を得ることが難しい多くの視点を得ることがで

きる貴重な機会となりました。 

【生徒の感想】平田機工様の環境への取組みを見習い、鹿本高校の

ＳＳＨの取組や探究につなげたい。研修を受けて終わりではなく、

自分たちの研究につなげていくことが、この研修を受けさせていた

だいた意義であると思う。  

学んだことをまとめて発表 他校の参加者と一緒に記念撮影 


